
　１．新年のご挨拶　　～　水資源機構関西支社長　自閑茂治　～ １p

　２．関西支社管内の気象と水源状況 ２p

水資源機構全体の取り組みや関西支社管内における情報のほか、琵琶湖・淀川水系の水源地域情報を、水レ

ター「びわ湖・よど川」により、関係機関の皆様にお知らせします。
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淀川流域に安全と安心を 

独立行政法人水資源機構関西支社長  自
じ

閑
かん

 茂
しげ

治
はる

 

  

 平成 27 年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 皆さまには、日頃から当機構の業務運営に格別のご理解とご支

援を賜り、厚く御礼申し上げます。                       

 さて、私ども関西支社においては、当機構の「安全で良質な水を安定して安

くお届けする」との経営理念のもと、淀川水系の 7 つの既設ダム、琵琶湖開発

施設及び正蓮寺川利水施設の管理業務、並びに川上ダム及び丹生ダムの建設事

業を実施しております。 

 昨年は、8 月上旬までの前半は渇水、８月中旬からの後半は相次ぐ出水とい

う年であり、これまで建設､管理してきた淀川水系におけるダムなどの水資源管

理施設の効能とその必要性と重要性が改めて認識される年となりました。 

 前半の渇水では、特に 4 月～7 月までの流域雨量が平年比で約 40～60％と少

なく、雨の少ない下流受益地に対してダムからの水を補給した結果、8 月上旬

には兵庫県猪名川の一庫ダムで平成１６年以来 10 年ぶりとなる取水制限が実

施され、その他の水系のダムでも取水制限寸前に至るまで、ダムの貯留水を活

用しました。  

 一転して後半は、8 月の台風 11 号、10 月の台風 18 号と 19 号の接近や上陸、

またその間の前線等の影響により、淀川水系全体で計 8 回の洪水に対する防災

態勢を構築しました。これらは、京都府桂川嵐山の洪水映像として記憶に新し

い平成 25 年台風 18 号（なお、この洪水に対する淀川水系の各ダム群による洪

水調節は、平成 25 年度土木学会賞技術賞を受賞しています。）に次ぐ規模の出

水でありましたが、各ダムでの洪水貯留によって下流河川の水位を著しく低下

させ、浸水被害の防止と軽減ひいては淀川流域住民の皆様の生命と財産を守る

ことにつながりました。 

 このように近年の気象や水文状況は、激烈さを増してきていますが、私ども

関西支社では、今後とも治水と利水の両面にわたり、各水資源管理施設の管理・

運用に万全を期すとともに、「ダム検証」の結果として「継続」と位置づけら

れた川上ダムの建設事業についても着実に実施してまいります。 

 本年もさらなるご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

1



（関西支社 施設管理課） 

  

 

12 月の気象状況は、気象庁の発表によると、低気圧が数日の周期で日本付近を通

過した後、強い冬型の気圧配置となる日が多く、上旬の中頃、中旬の中頃から終わ

り頃、下旬の中頃などに日本付近に強い寒気が流れ込みました。 

このため月平均気温は全国的に低く、北・東・西日本の日本海側では、曇りや雪

又は雨の日が多くなり、沖縄・奄美でも曇りや雨の日が多くなりました。 

降水量は、沖縄・奄美を除いて全国的に多く、特に北日本の日本海側で平年比 154%、

東日本の日本海側で平年比 222%となり、12 月としては、統計を開始した 1946 年以

降で最も多い記録を更新しました。 

北海道の倶知安（くっちゃん）、富山県の伏木（ふしき）、岐阜県の高山（たか

やま）などの 11 地点では、12 月の月降水量の多い方からの１位の値を更新しました。 

月最深積雪は、北陸地方から東北地方で２ｍを超えた所があったほか、アメダス

を含めた全国 322 の観測地点のうち、北・東日本の 14 地点で 12 月としての月最深

積雪の最大値を更新しました。 

近畿地方の降水量は、降水量の平年比でみると、日本海側で 135％、太平洋側で

177％となり、平年比を大きく上回る結果となりました。 

なお、関西支社管内の各ダムでは現在のところ渇水の心配はありません。 

 

水資源機構の関西支社管内における各ダムの貯水状況は、関西支社ホームページ

の水源情報に掲載しております。 

※ 関西支社管内の各ダムでは、10 月 16 日より平常時最高貯水位に向けて貯留を開始し

ております。 

 

水資源機構関西支社 ＨＰ ↓↓↓ 

http://www.water.go.jp/kansai/kansai/html/suigen/suigen.html 

2



９
時

０
０
現

在

水
位

1
2
7
.8
6

3
,2
6
3

6
6
.3

3
,5
7
9

7
2
.7

9
1
.2

7
.5
0

0
.0
0

0
.0

1
9
5

4
5
8

4
2
.6

0
1
5
5

2
5
6

2
3
9

1
0
7
.1

1
9

5
1

2
7
6
.4
6

1
,8
6
2

9
7
.5

1
,5
4
6

8
0
.9

1
2
0
.4

2
.0
3

2
.0
4

0
.0

9
8

2
1
2

4
6
.2

4
4
9

2
7
6

2
5
2

1
0
9
.5

1
6

5
1

2
9
3
.8
8

1
,1
7
7

8
8
.5

9
9
2

7
4
.6

1
1
8
.7

2
.1
2

1
.2
3

0
.0

1
2
1

1
1
8

1
0
2
.5

0
2
3

3
2
0

2
7
5

1
1
6
.4

2
5

5
0

2
7
9
.5
2

9
2
3

7
2
.7

9
9
2

7
8
.1

9
3
.1

1
.7
5

1
.2
0

0
.0

1
6
4

1
3
4

1
2
2
.4

1
0

5
7

2
8
1

2
5
5

1
1
0
.2

2
0

5
1

3
0
0
.5
0

1
,4
9
4

9
7
.6

1
,3
2
6

8
6
.7

1
1
2
.6

1
.3
0

1
.0
9

0
.0

7
5

6
3

1
1
9
.0

2
1
0

3
3
9

2
8
6

1
1
8
.5

1
7

5
0

1
4
2
.7
5

1
,9
9
4

7
4
.4

1
,3
1
4

4
9
.0

1
5
1
.8

2
.1
0

0
.5
2

0
.0

2
6

2
7
7

9
.4

0
8
8

2
4
8

2
3
0

1
0
7
.8

1
4

4
0

1
9
0
.2
5

3
,3
9
2

9
4
.2

3
,0
5
2

8
4
.8

1
1
1
.2

1
6
.3
6

1
5
.8
5

0
.0

3
4
9

4
7
4

7
3
.6

0
1
1
5

2
5
9

2
6
2

9
8
.9

1
3

4
8

H
2
7
.1
月

雨
量

(1
日
～
8
日
）

平
年

値
と
の

差
(m

)

H
2
6
累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

平
年

水
位

雨
量

(※
５
）
（
過

去
3
ヶ
月

：
1
0
月

～
1
2
月

）

平
年

累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

雨
量

平
年

比
率

(過
去
3
ヶ
月
）

流
域

名
平

年
累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

雨
量
平
年

比
率

(過
去
3
ヶ
月
）

雨
量

（
※

４
）
（
過

去
3
ヶ
月

：
1
0
月

～
1
2
月

）

平
年
1
月

月
間
雨
量

水
位

（
※

３
）

H
2
6
累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

湖
沼

名
H
2
7
.1
月

雨
量

(1
日
～
8
日
）

平
年

1
月

月
間

雨
量

(B
.S
.L
)

日
吉

ダ
ム

ダ
ム
放
流

量
　
(m

3
/
s)

貯
水
量

平
年
比
率

（
％
）

平
年

貯
水

量
(万

m
3
)

室
生

ダ
ム

高
山

ダ
ム

比
奈

知
ダ
ム

青
蓮

寺
ダ
ム

ダ
ム
流
入

量
(m

3
/
s）

貯
水

量
（
万

m
3
)

貯
水
位

（
標
高
m
）

貯
水

率
（
％

）

平
年

貯
水
率

(％
）

当
日
9
時
の

補
給
量

（
m
3
/
s)

H
2
6
累
計
補

給
量
(過

去
3
ヶ
月
）
(万

m
3
)

H
2
6
累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

布
目

ダ
ム

一
庫

ダ
ム

ダ
ム

名
H
2
7
.1
月

雨
量

(1
日
～
8
日
）

(m
m
)

平
年

1
月

月
間

補
給

量
(万

m
3
)

貯
　
水
　
量

平
年
ダ
ム

累
計
補
給

量
(過

去
3
ヶ

月
）
(万

m
3
)

平
年

累
計

雨
量

(過
去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

補
給
量
平

年
比
率

(%
)(
過
去
3
ヶ

月
）

流
　
量

2
0
1
5
年

1
月

9
日

平
年

1
月

月
間

雨
量

(m
m
)

雨
量

平
年

比
率

(過
去
3
ヶ
月
）

(%
)

補
給

量
（
※

１
）
　
（
過

去
3
ヶ
月

：
9
月

～
1
1
月

）

H
2
6
.1
月

補
給

量
(1
日
～

8
日

）
(万

m
3
)

雨
量

(ダ
ム
地

点
）
（
※

２
）
　
（
過

去
3
ヶ
月

：
1
0
月

～
1
2
月

）

0
.0
5

-
0
.3
4

0
.3
9

4
5
2

3
5
0

1
2
9
.1

5
3

1
2
0

2
8
3

2
9
2

9
6
.9

5
0

7
1

※
　
　
貯

水
率

は
、
1
0
月

1
6
日

よ
り
非

洪
水

期
の

利
水

容
量

で
計

算
し
て
お
り
ま
す
。

2
3
2

2
8
7

8
0
.8

4
7

6
2

※
　
　
水
位
(琵

琶
湖
を
除
く
）
、
貯
水
量
、
流
量
は
当
日
9
時
の
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
で
す
。
琵
琶
湖
水
位
は
当
日
6
時
の
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
で
す
。

2
0
2

2
5
8

7
8
.3

2
7

5
0

※
　
　
補

給
に
関

す
る
累

計
補

給
量

・
当

日
ま
で
の

補
給

量
・
月

補
給

量
は

日
平

均
値

(前
日

1
時

か
ら
当

日
0
時

)の
累

計
よ
り
算

定
し
て
お
り
ま
す
。

2
3
6

2
5
7

9
1
.8

4
8

4
8

※
　
　
補
給
量
は
、
洪
水
調
節
時
の
ﾀ
ﾞﾑ
調
節
量
を
控
除
し
、
（
日
平
均
ﾀ
ﾞﾑ
放
流
量
-
日
平
均
ﾀ
ﾞﾑ
流
入
量
）
で
計
算
し
て
お
り
ま
す
。

2
6
8

2
4
6

1
0
8
.9

1
2

4
3

　
　
　
当

日
9
時

の
補

給
量

は
瞬
時

値
と
し
て
当

日
9
時

に
お
け
る
流

入
量

と
放

流
と
の

差
で
表
し
て
お
り
ま
す
。

※
　
暫

定
値

で
あ
り
数

値
は

変
動

す
る
場

合
が

あ
り
ま
す
。

※
　
　
雨

量
に
関

す
る
累

計
雨

量
・
当

日
ま
で
の

雨
量

・
月

雨
量

（
琵

琶
湖

除
く
）
は

日
雨
量
(前

日
1
時
か
ら
当
日
0
時
)の

累
計
よ
り
算
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
　
雨

量
の

平
年

累
計

値
は

平
成

6
年

か
ら
の

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
。
（
2
0
年

間
）

　
　
　
　
琵
琶
湖
雨
量
に
関
す
る
累
計
雨
量
・
当
日
ま
で
の
雨
量
・
月
雨
量
は
日
雨
量
（
前
日
7
時
か
ら
当
日
6
時
）
の
累
計
よ
り
算
定
し
て
お
り
ま
す
。
　

※
　
猪

名
川
流
域
は
、
ﾀ
ﾞﾑ
下
流
の
上
池
田
地
点
雨
量
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

※
　
　
補
給
量
、
雨
量
（
琵
琶
湖
除
く
）
の
平
年
累
計
値
は
平
成
1
1
年

4
月
以
降
（
7
ﾀ
ﾞﾑ
管
理
開
始
）
か
ら
の
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
出

典
：
国

土
交

通
省

水
文

水
質

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
）

　
　
　
琵
琶
湖
雨
量
の
平
年
累
計
値
は
平
成
4
年
4
月
以
降
か
ら
の
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
木

津
川

流
域

　
猪

名
川

流
域

(1
日
～
8
日

）
(m

m
)

　
桂

川
流

域

　
宇

治
川

流
域

と
の

差
(m

)
(過

去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

位
(m

)
(過

去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

(過
去
3
ヶ
月
）

(%
)

(過
去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

(過
去
3
ヶ
月
）

(%
)

月
間
雨
量

(m
m
)

　
枚

方
上

流
域

琵
琶

湖

(過
去
3
ヶ
月
）

（
ｍ
ｍ
）

(1
日
～
8
日

）
(m

m
)

月
間

雨
量

(m
m
)

(
)

3



○　第30回記念　月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会　開催日：平成27年２月15日（日）

　　出場受付：平成27年１月16日（金）まで

　  大会ＨＰ：http://www.e-marathon.jp/tsukigase/

○　第29回　名張青蓮寺湖駅伝競走大会　開催日：平成27年２月22日（日）

 　　出場受付：平成27年２月４日（水）まで　先着申し込み90チーム

　　名張市ＨＰ：http://www.city.nabari.lg.jp/hp/page000020800/hpg000020745.htm

　　　

☆　ダムマラソン

（関西支社　利水者サービス課）

 
 

明けましておめでとうございます。 
昨年も水源地でのマラソン大会に多く出場いたしました。また、昨年は幸い、５倍の難関を突破し、10月の大

阪マラソンに出場しましたが、高温のため、30㎞過ぎから脱水症状で足がつり、完走したもののワースト記録を

更新してしまいました。１ヶ月後に家内が走った神戸マラソンの記録の方が良かったこともあり、ショックが倍

増、残念な１年でした。 
今年もできる限り水源地でのマラソン大会に参加していきたいと思いますが、残念なことに、毎年５月に開催

されていた「日吉ダムマラソン」が16年の幕を閉じ、終了してしまうことが発表されました。救護体制の見直し

水資源機構ツイッター

http://twitter.com/jwa_PR

水資源機構関西支社

http://www.water.go.jp/kansai/kansai

されていた 日吉ダ ラソン」が16年の幕を閉じ、終了してしまうことが発表されました。救護体制の見直し

により、安全性を確保できなかったことが理由とのことです。日吉ダムマラソンと言えば、最後のゴールへ向か

う急坂は関西の水源地マラソンの中でもベスト３に入るほどしんどいコースで、人生の試練が最後に凝縮した修

行のような大会でしたが、日吉ダムの堰堤を走破できること、ダム湖の眺望もすばらしく魅力ある大会で毎年、

多くの参加者で賑わっていただけに大会終了は非常に残念です。水源地の過疎化や高齢化で担い手が不足してい

ることも要因の一つではないでしょうか。そういう意味では走ることだけではなく、ボランティアで運営にも参

加したいと思います。 
何れにせよ、これまで大会運営に携わってこられた多くの関係者の方々に深く感謝申し上げます。 
今年も当面、以下の大会に出場する予定です。大会などでお会いしたら気軽にお声かけしてください。皆様と

お会いできることを楽しみにしています。                                            （ダムを走る男） 
 
◎今年の目標「マラソンボランティアで参加する」 
※大会運営に何らかの形でお手伝いしたいと思います。 
【今後の参加予定の大会】 

１月 武庫川新春ロードレース（流域外） 
２月 月ヶ瀬梅渓早春マラソン（高山ダム） 
３月 淀川国際マラソン（淀川） 
                                            記録は今一、ダムを走る男 
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